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国
会
よ
！
国
民
有
志
の
声
を
聞
く
べ
し

―
請
願
署
名
百
万
達
成
！〈
明
治
の
日
法
案
提
出
促
進
院
内
集
会
〉

　
令
和
元
年
十
月
三
十
日
十
八
時
か

ら
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
に
お
い

て
、
明
治
の
日
推
進
協
議
会
主
催
に

よ
り
「
請
願
署
名
百
万
達
成
！
〈
明

治
の
日
法
案
提
出
促
進
院
内
集
会
〉」

が
開
催
さ
れ
、
百
五
十
名
あ
ま
り
が

結
集
し
た
。

　
司
会
は
戦
後
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
佐
波
優
子
女
史
。

　
初
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
元

衆
議
院
議
員
・
元
民
社
党
委
員
長
の

塚
本
三
郎
・
推
進
協
議
会
会
長
が
明

治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
西
郷
隆
盛
の

心
意
気
を
受
け
継
い
で「
明
治
の
日
」

を
実
現
し
よ
う
と
挨
拶
。

　
さ
ら
に
、
祝
日
法
改
正
を
求
め
る

請
願
署
名
の
目
録
〔
百
一
万
四
百
二

十
一
筆
・
令
和
元
年
十
月
三
十
日
現

在
〕
を
高
池
勝
彦
・
推
進
協
議
会
運

営
委
員
長
か
ら
《
明
治
の
日
を
実
現

す
る
議
員
連
盟
》
の
古
屋
圭
司
会
長

に
手
交
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
古
屋

会
長
が
挨
拶
し
、「
超
党
派
（
の
議

員
連
盟
）
を
つ
く
っ
て
国
会
提
出
を

目
指
し
頑
張
っ
て
参
り
た
い
」「
皆

さ
ま
方
も
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
署

名
を
上
積
み
し
て
頂
き
た
い
」
と
聴

衆
を
鼓
舞
す
る
。

　
さ
ら
に
、
議
員
連
盟
事
務
局
長
の

山
田
宏
参
議
院
議
員
に
よ
り
出
席
国

会
議
員
が
紹
介
さ
れ
、
各
議
員
に
よ

る
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、

出
席
し
た
議
員
（
代
理
も
含
む
）
は

下
記
の
通
り
。

【
本
人
出
席
】

＊
自
由
民
主
党

稲
田
朋
美
〔
衆
〕・
上
野
宏
史
〔
衆
〕・

小
田
原
潔
〔
衆
〕・
城
内
実
〔
衆
〕・

木
村
弥
生
〔
衆
〕・
北
村
経
夫
〔
参
〕

国
光
あ
や
の〔
衆
〕・
杉
田
水
脈〔
衆
〕・

高
木
啓
〔
衆
〕・
田
畑
裕
明
〔
衆
〕・

古
屋
圭
司〔
衆
〕・
三
ツ
林
裕
巳〔
衆
〕・

山
田
宏
〔
参
〕

＊
国
民
民
主
党

川
合
孝
典
〔
参
〕

＊
日
本
維
新
の
会

馬
場
信
幸
〔
衆
〕・
遠
藤
敬
〔
衆
〕

【
代
理
出
席
】

＊
自
民
党

今
村
雅
弘
〔
衆
〕・
大
西
英
男
〔
衆
〕・

桜
田
義
孝
〔
衆
〕・
左
藤
章
〔
衆
〕・

柴
山
昌
彦
〔
衆
〕・
高
鳥
修
一
〔
衆
〕・

中
谷
真
一
〔
衆
〕・
長
尾
敬
〔
衆
〕・

山
田
賢
司
〔
衆
〕・
宇
都
隆
史
〔
参
〕・

山
谷
え
り
子
〔
参
〕

　
そ
の
後
、《
地
方
議
員
連
盟
》
を

本
日
付
で
設
立
す
る
こ
と
が
事
務
局

を
務
め
る
高
澤
一
基
・
板
橋
区
議
会

議
員
か
ら
報
告
さ
れ
、
同
連
盟
を
代

表
し
て
会
長
の
古
賀
俊
昭
・
東
京
都

議
会
議
員
が
「
明
治
の
栄
光
を
令
和

の
御
代
に
繋
げ
る
」
た
め
に
も
「
明

治
の
日
」
を
実
現
し
た
い
と
強
い
決

意
を
述
べ
た
。

　
引
き
続
い
て
、「
明
治
へ
の
思
い
」

と
題
す
る
推
進
協
議
会
役
員
か
ら
の

ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
。

　
乃
木
神
社
宮
司
で
あ
る
加
藤
司

郎
・
推
進
協
議
会
代
表
委
員
は
「『
明

治
の
日
』
制
定
は
御
祭
神
で
あ
る
乃

木
将
軍
の
御
意
思
に
適
う
」と
語
り
、

一
般
社
団
法
人
「
美
し
國
」
代
表
で

あ
る
菅
家
一
比
古
・
推
進
協
議
会
代

表
委
員
は
「
記
憶
喪
失
か
ら
立
ち
直

る
た
め
に
明
治
天
皇
を
思
い
起
こ
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
熱
弁
を
揮
う
。
ま

た
、神
奈
川
大
学
教
授
の
小
山
和
伸
・

推
進
協
議
会
代
表
委
員
は
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
日
本
論
を
紹

介
し
、「
西
洋
化
す
る
こ
と
な
く
近

代
化
を
成
し
遂
げ
た
」
日
本
の
特
性

を
国
民
と
り
わ
け
若
い
世
代
に
伝
え

る
た
め
に
も
「
明
治
の
日
」
を
実
現

し
た
い
と
訴
え
、
日
本
文
化
総
合
研

究
所
代
表
高
森
明
勅
・
本
会
運
営
委

塚本三郎会長を中心に出席議員が集合

員
は
、「
建
国
記
念
の
日
」・「
昭
和

の
日
」
に
続
く
祝
日
正
常
化
の
三
歩

目
に
あ
た
る
「
明
治
の
日
」
を
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
不
平
等
条
約
を
改

正
す
べ
く
戦
っ
た
結
果
と
し
て
世
界

史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
明
治
の

御
代
を
思
い
起
こ
す
日
と
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
文
藝

評
論
家
の
新
保
祐
司
・
本
会
代
表
委

員
は
、
た
っ
た
一
回
の
敗
戦
で
腰
を

抜
か
し
て
な
ど
い
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
た
め
に
は「
文
化
の
日
」は「
明

治
の
日
」
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
と
主

張
し
た
。

　
最
後
に
、
相
澤
宏
明
事
務
局
長
の

先
導
に
よ
り
法
案
の
成
立
を
期
し
て

万
歳
三
唱
。

　
な
お
、
本
集
会
の
模
様
は
、
弊
協

議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
公

開
さ
れ
て
い
る
の
で
是
非
と
も
御

覧
頂
き
た
い
〔http://m

eijinohi.
com

/?p=1135

〕。

満員となった会場


